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11. 農業委員会

12. 教育委員会

13. 消防本部

14. 上下水道局

15. その他
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1. 位 置

　八千代市は、千葉県の北西部に位置し、千葉市中心部から北に１３キロメートル、船橋市中心

部から東に１１キロメートルの所に位置しています。

　地形は､東西に８.１キロメートル、南北に１０.２キロメートル。面積は５１.３９平方キロ

メートルです。

　市域のほぼ中央を新川が南北に流れ、また、市南部を横切るように京成本線が、ほぼ中央を東

葉高速線が走り、国道１６号が南北に、国道２９６号が東西に貫いています。
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2. 沿 革

　市域を南北に貫いている新川の流域には、遠く３万年前の旧石器時代から人々が住んでいまし

た。そのころは、印旛沼の水が新川や桑納川・高野川に沿って谷を埋めつくし、その水辺の近く

の台地が古代の人々の生活の場でした。

　平安時代には、伊勢神宮の神領である萱田神保御厨や藤原氏の荘園などが置かれ、鎌倉時代に

は、両総の地に権勢を振るった千葉氏の勢力下にあったといわれています。

　江戸時代には、佐倉、成田に通じる街道の宿場町として繁栄し、宿場を中核とした純農村的な

まちでした。

　明治になり廃藩置県後まず印旛県、つづいて６年に千葉県となり２２年市制町村制施行により

大和田村（２４年町政施行）、睦村、阿蘇村が誕生。大正１５年に、現在の京成本線の開通によ

り大和田駅周辺の市街化が進み、商圏もしだいに変化し、まちの核が南下しました。

　昭和２０年代には、戦後の経済復興が進むにつれ東京に近いという有利な条件で町勢は徐々に

伸び昭和２９年、町村合併促進法に基づき大和田町と睦村が合併し八千代町となりました。同年

阿蘇村と合併し、現在の八千代市の市域が形成されました。

　昭和３０年代には、日本初の大規模団地として、八千代台団地が造成され、これをきっかけに

人口流動が起こり市南部の宅地開発が進められ、人口の増加が始まりました。

　昭和４０年代になると、「高度経済成長」による設備投資の増大や京葉工業地帯の造成等に関

連し、八千代工業団地が２次にわたり造成されました。工業団地には臨海工業関連企業や都心か

ら分散するなどした企業１０社が進出し、内陸工業の基礎も固まって第２次産業都市としての性

格も合わせ持った都市になりました。

　昭和４２年１月１日には、地方自治法の特例の適用を受け、人口４万１,５７４ 人で市制を施

行しました。この頃から人口集中の傾向がさらに強まり千葉県住宅供給公社の施行で、勝田台に

１１７ヘクタールの住宅団地が造成されたのを始めとし、昭和４５年米本団地、昭和４７年高津

団地、昭和５１年村上団地と大規模住宅団地が造成されました。昭和４８年には人口が１０万人

を超え、昭和５０年には人口１０万人以上の都市で全国一の人口増加率を記録しました。また、

平成８年には東葉高速線が開通し、それに合わせて各地域で土地区画整理や民間デベロッパーに

よる宅地開発が進められており、現在は人口が１９万人を超える都市となっています。

　このような中で、本市は平成２３年度から第４次総合計画によるまちづくりを進めており、将

来都市像である「快適な生活環境とやすらぎに満ちた都市　八千代」の実現を目指しています。
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3.

4.

・市制施行、人口４万１,５７４人で八千代市となる。初代市長に兼子通純就任

　（町長から継続）

・福祉事務所開設

・市議会議員選挙執行

・村上土地区画整理事業が認可される

・阿蘇青年館完成

・市営水道給水開始

・第２代市長に兼子通純就任

・消防本部、消防署発足

・睦保育園開園

・市営八千代台駐車場完成、一般に無料開放

・身体障害者クラブ発足

・身体障害者福祉会発足

・八千代市衛生公社設立

・市の事務機構３部１室（出納室）１９課制に改革

・スクールバス「やちよ号」運行開始

・国道１６号米本～島田台間開通

・八千代警察官幹部派出所新庁舎完成

・勝田台中学校、八千代台西小学校開校

・交通災害共済制度実施

・京成勝田台駅開業

市域の変遷

施 行 年 月 日 変 更 理 由

昭和29年 1月15日 大和田町、睦村が千葉郡八千代町になる

昭和40年12月 1日 八千代町の一部が佐倉市へ

佐倉市の一部を八千代町に編入

昭和42年 1月 1日 市制施行

　　　　 4月 1日 八千代町の一部が千葉郡幕張町へ

　　　　 9月 1日 印旛郡阿蘇村を合併

昭和31年11月 1日 八千代町の一部が佐倉市へ

昭和47年12月 1日 千葉市横戸町の一部を八千代市に編入

昭和50年 4月 1日 佐倉市西志津の一部を八千代市に編入

八千代市勝田台の一部が佐倉市へ

昭和44年10月 1日 佐倉市上志津の一部を八千代市に編入

八千代市勝田の一部が千葉市へ

千葉市横戸町の一部を八千代市に編入

昭和42年

平成13年 6月 1日 印西市船尾の一部を八千代市に編入

八千代市佐山の一部が印西市へ

平成24年 1月 1日 印西市船尾の一部を八千代市に編入

八千代市堀の内の一部が印西市へ

市のあゆみ

 2月

 1月

 2月

 4月

 5月

 6月

11月

昭和43年

 3月

 4月

 5月
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・県立八千代高等学校鉄筋校舎完成

・千葉県競輪組合に加入

・勝田台団地入居

・上高野工業団地造成工事完成

・市営大和田プールオープン

・勝田台連絡所開設（現勝田台支所）

・勝田下水終末処理場運転開始

・印旛沼流域下水道事業に参加

・住民登録５万人を超す

・赤十字奉仕団結成

・清掃工場操業開始（７５ｔ／日)

・大和田地区土地区画整理事業区域決定される

・島田台教職員住宅完成

・市新庁舎完成

・市役所、新庁舎で業務開始

・八千代市社会福祉協議会が法人格を取得

・市立図書館（現大和田図書館）オープン

・千葉県内陸鉄道促進期成同盟発足

・市営住宅花輪団地完成（１８戸）

・八千代台東地区、住居表示される

・勝田台南小学校開校

・県道船橋～佐倉線が国道２９６号に昇格

・国道１６号米本～辺田前間開通

・八千代台南地区、住居表示される

・新都市計画法による区域区分決定、市街化区域１，９３１ヘクタール

・移動図書館「みどり号」運行開始

・市営勝田台プールオープン

・米本浄水場完成

・米本団地入居

・米本連絡所開設（現米本支所）

・学校給食センター完成

・米本小学校、米本南小学校開校

・学校給食センター業務開始

・船橋市、習志野市、八千代市、鎌ヶ谷市が伝染病予防組合を結成（現四市

　複合事務組合）

・県内トップの人口増加率（第１１回国勢調査）

・「広報やちよ」月２回発行となり、新聞折り込み開始

・市議会議員選挙執行

・消防署勝田台分遣所開所

・社会教育研修バス「わかば号」運行開始

・新川の遊歩道一部完成（村上橋～八千代橋）

・吉橋工業団地造成工事完成

 7月

 6月

 7月

昭和45年

 2月

 3月

 4月

昭和44年

 1月

 4月

 5月

10月

12月

12月

昭和46年

 1月

 5月

 7月

 8月

 9月

10月

11月
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・市民サービスセンターを開設

・京成勝田台駅に北口開設

・市の木、公募により「ツツジ」に決定

・西高津小学校開校

・八千代台保育園開園

・第３代市長に仲村和平就任

・勝田台派出所開所

・八千代台地下道完成

・本庁と支所、連絡所を結ぶ模写電送を開始

・市の事務機構１室５部制に改革

・八千代・習志野公害防止に協定調印

・印旛沼水質保全協議会発足

・都市交通審議会が東西線の延伸（西船橋から勝田台間）を答申

・市民いこいの家オープン

・高津小学校、大和田南小学校、大和田中学校、高津中学校開校

・八千代台北、八千代台西のそれぞれの一部で住居表示される

・勝田台保育園開園

・高津団地入居

・高津連絡所開設（現高津支所）

・消防新庁舎完成

・船橋市、習志野市、八千代市、鎌ヶ谷市が特別養護老人ホームを開設

　（現四市複合事務組合）

・水道局と開発協会合同新庁舎完成

・印旛沼流域関連公共下水道事業認可される

・私立幼稚園等就園奨励金制度始まる

・市立しろばら幼稚園開園

・八千代台公共センター（現自治会館）オープン

・下市場、大和田高津土地区画整理組合が認可される

・私立聖書学園開校（現千葉英和高等学校）

・八千代台駅前派出所開所

・総合運動公園が都市計画決定される（１３．１ヘクタール）

・米本駐在所開所

・勝田台児童会館オープン

・２号ごみ焼却炉運転開始（７５ｔ／日）

・住民登録１０万人を超す

・北千葉広域水道企業団設立に参加

・マザーズホーム開園（現児童発達支援センター）

・学童保育を市直営事業として実施（八千代台西、勝田台、米本）

・老人医療公費負担制度（６８歳以上）実施

・総合運動公園多目的広場オープン

・米本南保育園開園

・私立聖書学園が私立千葉英和高等学校と改称

・学校給食センター高津調理場業務開始

・モニター制度施行（消費生活、広報広聴、環境）

 5月

 1月

 2月

 3月

 4月

 5月

 6月

 7月

 9月

11月

 4月

 4月

 8月

 9月

12月

昭和48年

 3月

10月

12月

昭和47年

 1月

 3月
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・米本児童会館オープン

・八千代台西保育園開園

・市民会館オープン

・若潮国体（相撲競技）開催

・八千代台東南自治会館内に八千代台支所東南分室（現八千代台東南支所）

　開設

・戦没者慰霊塔「噫英魂」を市民会館敷地に移築

・大和田駅南口土地区画整理組合が認可される

・八千代台支所東南分室、勝田台連絡所、米本連絡所、高津連絡所が支所と

　なる

・市の事務機構１室７部制に改革

・テープによる「声の広報やちよ」実施

・地下鉄５号線（東西線）について、帝都高速度交通営団が免許申請

・高津駐在所開所（現高津交番）

・大和田南保育園開園

・八千代台東学童保育所開設

・米本児童学園開園（現児童発達支援センター）

・少年自然の家オープン

・高津南保育園開園

・総合運動公園に野球場オープン

・高津児童会館開設

・高津学童保育所開設

・八千代市医師会発足

・市議会議員選挙執行

・基本構想スタート

・市営住宅まつわ団地完成（２１戸）

・佐倉市西志津地区の一部が八千代市に編入

・第４代市長に仲村和平就任

・八千代台西中学校、南高津小学校開校

・勤労青少年ホームオープン

・高津西保育園開園

・八千代台図書館オープン

・農免道路（上高野～保品）開通

・消防署米本分署開署

・八千代台東派出所開所

・ふるさとの緑を守る条例施行

・人口１０万以上の市で全国一の人口増加率（第１２回国勢調査）

・大和田駅南口土地区画整理組合解散

・村上東小学校開校

・市役所庁舎新館完成

・八千代台南保育園、村上北保育園開園

・衛生センター操業開始

・大和田、勝田台第二、米本第二学童保育所開設

 3月

 4月

 4月

 5月

 7月

10月

昭和51年

 5月

 8月

 9月

12月

昭和50年

 1月

11月

12月

昭和49年

 1月

 3月

 4月

 7月

 8月

 9月

10月
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・総合運動公園にテニスコート２面オープン

・睦駐在所開所

・八千代台西市民の森オープン

・東西線市域乗り入れで初の地元説明会

・村上団地入居

・村上支所開設

・村上東中学校開校

・言語治療相談室開設

・下市場土地区画整理組合解散

・市制施行１０周年を迎える

・「八千代ふるさと音頭」発表

・住民登録１２万人を超す

・中期５ヵ年計画策定

・大和田高津土地区画整理組合解散

・八千代台東第二小学校開校

・大和田西保育園開園

・大和田公民館オープン

・八千代台南市民の森オープン

・学校給食センター村上調理場業務開始

・県立八千代東高等学校開校

・青少年指導員誕生

・消費生活センターオープン

・郷土資料室オープン（現郷土博物館）

・「八千代市の歴史」発刊

・大和田西小学校、村上北小学校開校

・村上南保育園、睦北保育園開園

・青少年センター開設

・休日夜間急病センターオープン

・村上駐在所開所

・私立八千代松陰高等学校開校

・阿蘇公民館オープン

・八千代台北市民の森オープン

・都市計画道路３・４・５号線開通

・市議会議員選挙執行

・総合文化誌「市民文化やちよ」創刊号発行

・市営住宅ほしば団地完成（１２戸）

・県立八千代特別支援学校開校

・消防署八千代台東南分署開署

・第５代市長に仲村和平就任

・仮称市民の美術館建設基金設置

・高津第二学童保育所開設

 4月

 4月

 6月

12月

昭和54年

 2月

 3月

 4月

 5月

 6月

 7月

昭和53年

 3月

 9月

11月

昭和52年

 1月

 2月

 3月

 6月

 7月

 8月
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・高津公民館オープン

・北千葉広域水道企業団より受水開始

・市の事務機構１室７部３４課制に改革

・萱田特定土地区画整理事業が認可される

・八千代市身体障害者福祉会が法人格を取得

・休日夜間救急センターが３６５日夜間診療となり名称も「夜間急病

　センター」に改称

・学校給食センター村上第二調理場業務開始

・はばたき職業センター開設

・四市複合事務組合馬込斎場業務開始

・県立八千代西高等学校開校

・勝田台公民館オープン

・市民体育館オープン

・八千代警察署開署

・第２次５ヵ年計画策定

・３号ごみ焼却炉完成（１００ｔ／日）

・安全センター開設

・大和田第二学童保育所開設

・私立秀明八千代中学校開校

・村上橋開通

・八千代台文化センターオープン

・八千代台公民館オープン

・東葉高速鉄道株式会社設立と地方鉄道業の免許申請

・特別養護老人ホーム「グリーンヒル」オープン

・東葉高速鉄道、地方鉄道業の免許申請の許可

・精神薄弱者更生援護施設小池更生園開設

・村上児童会館開設

・米本第三学童保育所開設

・私立八千代松陰中学校開校

・総合運動公園内にテニスコート８面オープン

・村上公民館オープン

・夜間急病センターを「急病センター」に改称、休日急患歯科診療を開始

・市議会議員選挙執行

・公共下水道八千代１号幹線が認可される

・八千代台東子供の森オープン

・第６代市長に仲村和平就任

・睦学童保育所開設

・睦公民館オープン

・市民プールオープン

・第１福祉作業所開所 9月

昭和58年

 3月

 4月

 5月

 6月

 7月

 3月

 4月

 5月

 6月

 7月

12月

 4月

 5月

 6月

 9月

10月

昭和57年

 4月

 6月

 8月

10月

昭和56年

 3月

 6月

11月

昭和55年

 1月

 2月

－ 8－



・市の事務機構８部３３課１室１センター制に改革

・高津土地区画整理組合が認可される

・ＯＡ機器（パーソナルコンピュータ）を導入

・やちよ少年少女洋上教室開始

・福祉センターオープン

・新木戸小学校開校

・親子橋（新川大橋、なかよし橋）開通

・萱田町市民の森オープン

・私立秀明八千代高等学校開校

・大和田図書館別館オープン

・農業研修センターオープン

・東葉高速線、工事施行認可おりる

・ボランティア保険制度発足

・総合運動公園野球場に内野スタンド完成

・社団法人八千代市シルバー人材センター発足

・防災行政無線開局

・消防署陸分遣所開所

・八千代台北子供の森オープン

・東高津中学校、村上中学校開校

・広報テレホンサービス「やちよ３分広報」開始

・東葉高速線起工式

・保健センター（急病センター併設）オープン

・下市場、村上、勝田のそれぞれ一部で住居表示される

・基本構想スタート

・東葉高速線、市内工事に着手

・「八千代市の歴史　資料編　自然Ⅰ」発刊

・痴呆性老人等ディ・サービス事業スタート

・ガキ大将の森オープン

・被爆の石を平和記念碑として市民会館に建立

・総合運動公園にメイン広場とプロムナード完成

・飯綱近隣公園、萱田近隣公園オープン

・同名市町姉妹都市提携

・大和田駅前派出所開所

・市議会議員選挙執行

・市制施行２０周年を迎える

・市役所庁舎別館完成

・多目的運動広場（島田台）オープン

・勝田台市民文化プラザ完成

・勝田台支所、勝田台会館、勝田台分遣所（消防）が勝田台市民文化プラザ

　内にて業務開始

12月

昭和62年

 1月

 2月

 3月

 4月

 7月

 8月

10月

 5月

 9月

10月

昭和61年

 1月

 3月

 5月

 6月

 8月

10月

昭和60年

 4月

11月

12月

昭和59年

 3月

 4月

－ 9－



・第２福祉作業所開所

・八千代台南自転車駐車場オープン

・第７代市長に仲村和平就任

・高津小鳥の森、勝田市民の森オープン

・緑の都市宣言

・財団法人八千代花と緑の基金設立

・老人大学校開校

・勝田台文化センターオープン（勝田台市民文化プラザ内）

・勝田台図書館オープン（勝田台市民文化プラザ内）

・八千代市自転車の放置防止に関する条例施行

・窓口事務一部オンライン化開始

・市民の戦争体験記録集「あの日から」発刊

・平和都市宣言

・印鑑登録制度がカード式になる

・星襄一の木版画１４９点が市に寄贈される

・大和田駅南地区土地区画整理事業が認可される

・西八千代東部土地区画整理組合が認可される

・「八千代市の歴史　資料編　近代・現代Ⅰ」発刊

・市の事務機構８部３２課１室１センター制に改革

・八千代国際大学開校（現秀明大学）

・黒沢池市民の森オープン

・ごみ焼却処理施設完成（６０ｔ／日×２炉）

・星襄一版画展示室オープン

・八千代市文化振興財団設立（現財団法人八千代市文化・スポーツ振興財団）

・商工会館オープン（八千代台東南公共センター内）

・村上土地区画整理事業清算結了

・八千代台近隣公園（小体育館）オープン

・八千代台東南公共センターオープン

・八千代台東南公民館オープン（八千代台東南公共センター内）

・婦人研修センターオープン（八千代台東南公共センター内）

・隔週土曜閉庁スタート

・八千代台学童保育所開設

・手話通訳と聴覚障害者相談室完成

・勝田台コミュニティ道路完成

・在宅ねたきり老人歯科健康診査事業開始

・学校開放図書館（村上小、米本小、高津中）オープン

・市議会議員選挙執行

・「八千代市の歴史　資料編　原始・古代・中世」発刊

・第１回八千代国際少年サッカー大会（コミュニティワールドカップ

　サッカーin八千代・高校生の部）開催

・萱田中学校開校

 4月

 8月

10月

11月

12月

平成３年

 3月

 6月

 8月

10月

平成２年

 6月

 8月

11月

平成元年

 3月

 4月

 5月

昭和63年

 1月

 3月

 4月

 6月

 5月

 6月

 7月

 8月

 9月

10月

 4月

－ 10 －



・大和田新田市民の森オープン

・第８代市長に仲村和平就任

・情報公開制度スタート

・住民登録１５万人を超す

・市の事務機構１１部３９課２室２センター制に改革

・第１回八千代国際少年サッカー大会（コミュニティワールドカップ

　サッカーin八千代・中学生の部）開催

・市制施行２５周年を迎える

・八千代シンボルソング「いつまでも」制作

・萱田小学校開校

・アメリカ合衆国テキサス州タイラー市と姉妹都市提携

・建設省「ふるさとの川モデル河川」に新川・桑納川指定

・辺田前土地区画整理組合が認可される

・毎週土曜閉庁スタート

・東京成徳大学開校

・ゆらゆら橋開通

・第３福祉作業所開所

・歴史民俗資料館オープン

・ふれあいプラザオープン

・国保短期人間ドック助成制度スタート

・在宅訪問歯科診療制度スタート

・スポレク'９３inちばのインディアカ大会・ウォークラリー大会開催

・市民会館２０周年記念事業子どもたちの詩によるミュージカル「泣きたく

　なったら笑うんだ」公演（平成６年３月　このミュージカルで、県の優良

　施策実施市町村として表彰）

・京成八千代台駅に身体障害者用エスカレーター設置

・桑納橋、神尾橋架替

・萱田給水場供用開始

・㈱ケーブルネットワークやちよ（愛称わいわいＴＶ）開局

・育児支援センターすてっぷ２１オープン

・在宅介護支援センター開設

・郵政省「テレトピア構想モデル都市」の指定

・市議会議員選挙執行

・「県立八千代広域公園」都市計画決定

・「やちよ男女共生プラン」、「生涯学習基本構想」策定

・米本児童学園とマザーズホームを統合し、児童発達支援センター「すくすく

　ルーム」開設

・消防緊急通信指令施設稼働

・第９代市長に大澤一治就任

・「防災課」を設置

・「終戦５０周年記念事業」開催

12月

平成７年

 3月

 4月

 7月

12月

平成６年

 3月

 4月

 5月

10月

 3月

 4月

 5月

 7月

10月

11月

 3月

 4月

 5月

 7月

平成５年

 1月

10月

11月

12月

平成４年

 1月

－ 11 －



・「総合医療センター推進室」設置

・八千代産の酒「八千代桜」発売

・「行政改革推進委員会」、「２１世紀懇談会」開催

・「県立八千代広域公園」事業認可

・ゆりのき台保育園開園

・「第２８回アジアウエイトリフティング選手権大会」開催

・東葉高速線開業

・文化伝承館オープン

・八千代郵便局ゆりのき台新局舎開局

・新行政改革大綱策定。同年１１月に大綱実施計画策定

・Ｏ－１５７対策連絡会議設置

・台風１７号の集中豪雨で市内に被害

・萱田飯綱神社３３年祭開催

・市制施行３０周年を迎える。これを記念し、「シンボルマーク」制定、「市の

　花バラ」指定

・消防署に赤バイ隊発足

・市制３０周年記念エコーハガキ「やちよの街シリーズ」作成

・勝田台駅南北地下通路開通

・萱田特定土地区画整理事業精算結了

・市の事務機構７部４３課９６係制に改革

・八千代緑が丘駅に自転車駐車場オープン

・八千代台駅、勝田台駅自転車駐車場が自転車駐車場整備センターから、市

　に移管

・適応支援センター「フレンド八千代」オープン

・勝田台ステーションギャラリーオープン

・育児支援センター「すてっぷ２１大和田」オープン

・市長への手紙「ふれあいメール」スタート

・八千代ふるさとステーションオープン

・第５回やちよ少年少女洋上教室開催

・住民登録１６万人を超す

・インターネットの市のホームページ開設

・八千代市議会だより創刊

・新町名「緑が丘」が誕生

・「行財政改革推進室」設置

・教育委員会が大和田に移転

・公共施設循環バス「ぐるっと号」運行開始

・八千代緑が丘駅前に交番設置

・八千代市消防署が「八千代市中央消防署」に、米本分署が「八千代市東消

　防署」と２署体制に組織改正

・パラチフス（法定伝染病）の発生に対し、「市感染症危機管理対策委員会」

　を設置

・大和田新田の一部で住居表示実施 5月

11月

平成10年

 1月

 2月

 3月

 4月

 3月

 4月

 5月

 7月

 8月

 7月

 9月

11月

平成９年

 1月

10月

平成８年

 1月

 4月

 5月

 6月

－ 12 －



・西八千代東部土地区画整理組合解散

・ごみの「ポイ捨て防止条例」施行

・第１回八千代・新川トライアスロンチャレンジ大会開催

・大和田図書館電算化オープンにより３館オンライン開始

・「八千代市の歴史　資料編　自然Ⅱ」発刊

・八千代市民憲章制定

・第３次基本構想が議決される

・市議会議員選挙執行

・第１回ニューリバーロードレースin八千代の開催

・健康都市宣言

・第３次総合計画策定

・第１０代市長に大澤一治就任

・乳幼児健康支援一時預かり事業開始

・ＳＯＳネットワーク発足

・行財政改革大綱・推進計画策定

・八千代中央駅前に交番設置

・市の事務機構を７部４２課８９班制に改革

・女性消防団員誕生

・村上、米本、保品、神野、上高野、下高野、堀の内、下市場（一部）の地域

　を対象に住所等の表示から「大字」を消除

・勝田台栄町公園地下自転車駐車場供用開始

・歴史民俗資料館を博物館登録し、「郷土博物館」に名称変更

・介護保険制度スタート

・指定ごみ袋制度スタート

・事務事業評価システムへの取り組み開始

・「公文書公開条例」に代わり、「情報公開条例」運用開始

・ファミリー・サポート・センター活動開始

・八千代市子ども憲章制定

・第６回少年少女洋上教室開催

・上高野第１土地区画整理事業が認可される

・新３号ごみ焼却炉稼働（１００ｔ／日）

・大和田南保育園が民間の社会福祉法人に移管

・新川千本桜植栽事業、桜の里親募集開始

・西八千代北部特定土地区画整理事業が認可される

・東京女子医科大学附属病院の病床数確定

・学校週５日制スタート

・市立しろばら幼稚園が勝田台南小学校内に移転

・不法投棄防止条例が施行

・市民活動サポートセンターオープン

・大澤市長、収賄容疑で逮捕され、市長を辞職

・市議会議員選挙執行

 1月

 2月

 4月

10月

12月

 1月

 3月

 4月

10月

平成14年

 2月

 4月

 7月

10月

平成13年

平成11年

 3月

 4月

 5月

10月

平成12年

 6月

 7月

10月

11月

12月

－ 13 －



・第１１代市長に豊田俊郎就任

・一般会計当初予算を骨格予算でスタート

・環境美化里親制度（アダプト制度）スタート

・「八都県市合同防災訓練」が本市を会場に実施

・高津土地区画整理組合解散

・新川千本桜植栽事業が完了する

・東京女子医科大学附属病院の開設に向けて基本協定締結

・緑が丘プラザオープン

・国民健康保険料コンビニ納付始まる

・第３０回八千代ふるさと親子祭の開催

・上高野第１土地区画整理組合解散

・同名八千代姉妹都市解散

・八千代市第３次総合計画・後期基本計画スタート

・２００５千葉きらめき総体(ウエイトリフティング・女子バスケットボール競技)

　開催

・国勢調査人口１８万人を突破

・八千代こども国際平和文化基金事業が総務大臣表彰を受賞

・総合計画の施策体系に合わせた行政組織の大幅改正（子ども部の新設、生涯

　学習部を教育委員会から市長部局へ移管、上下水道局の設置等）

・指定管理者制度の導入

・市税コンビニ納付開始

・八千代花と緑の基金が八千代市衛生公社を統合し、財団法人八千代市環境緑

　化公社に改組

・東京女子医科大学附属八千代医療センターが開院

・市で初めて、市長・市議会議員同時選挙が執行

・市制施行４０周年を迎える

・第１２代市長に豊田俊郎就任

・新消防庁舎完成、高機能消防指令センター運用開始

・総合生涯学習プラザオープン

・萱田南小学校開校

・高津西保育園が民間の社会福祉法人に移管

・パブリックコメント手続実施要綱制定

・大和田西保育園が民間の社会福祉法人に移管

・村上駅前に交番設置

・新川わくわくプレ－パークオープン

・タイ王国バンコク都と友好都市提携

・住民登録１９万人を超す

・障害者福祉センターオープン

平成20年

 4月

　

 5月

10月

11月

12月

平成19年

 1月

 3月

 4月

11月

 4月

 8月

10月

平成18年

 1月

 4月

 3月

 4月

 8月

10月

平成17年

 3月

 1月

 4月

 7月

 9月

平成16年

 2月

平成15年

－ 14 －



・犯罪のないまちづくり推進条例施行

・新町名「村上南」が誕生

・勝田台浄水場配水池完成

・エコアクション２１の認証取得

・八千代市市民活動団体支援金交付制度「１％支援制度」スタート

・村上南保育園が社会福祉法人に移管

・八千代市路上喫煙の防止に関する条例制定

・広報やちよが１０月１５日号で１０００号となる

・辺田前土地区画整理組合解散

・一般廃棄物最終処分場の恒久対策工事完了

・八千代市市営霊園の開園

・みどりが丘小学校開校

・新川周辺地区都市再生整備計画事業スタート

・平和首長会議に加盟

・ゆめ半島千葉国体（ウェイトリフティング・女子バスケットボール競技）開催

・多文化交流センターオープン

・第４次基本構想が議決される

・市長・市議会議員同時選挙執行

・第１３代市長に豊田俊郎就任

・第４次総合計画　前期基本計画がスタート

・第２次行財政改革大綱がスタート

・ 谷津・里山保全計画スタート

・市議会インターネット中継開始

・はぐみの杜まちびらき

平成24年

・市制４５周年を迎える

・しろばら幼稚園閉園

・社団法人八千代市シルバー人材センターが公益社団法人へ移行

・財団法人八千代市文化・スポーツ振興財団が公益財団法人へ移行

・上高野多目的グラウンドオープン

・八千代市市民の歯と口腔の健康づくり推進条例施行

・「やちよの水」販売開始

・市暴力団排除条例を施行

・コミュニティバス試行運行開始

・市のイメージキャラクター「やっち」誕生

平成25年

・財団法人八千代市開発協会解散

・学校給食センター西八千代調理場運用開始

・財団法人八千代市環境緑化公社が公益財団法人へ移行

・勝田台中央公園リニューアルオープン

・市民会館リニューアルオープン

・八千代台東小学校及び八千代台東第二小学校の統合

11月

3月

4月

10月

 1月

3月

4月

7月

9月

11月

12月

平成23年

 1月

4月

6月

6月

11月

12月

平成22年

 4月

 9月

10月

平成21年

 1月

 3月

 4月

 6月

10月
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・やちよ農業交流センター開館

・城橋側道橋の完成

・第１４代市長に秋葉就一就任

・「やちよオアシス」を開設

・ふれあいプラザが開館２０周年を迎える

・台風２６号により浸水などの被害

平成26年

・黒沢池近隣公園オープン

・「財政リスク回避戦略２０１４キックオフ」を宣言

・煌めく青春南関東総体２０１４（女子バスケットボール競技）開催

・八千代の梨が生産開始から１００周年を迎える

・第４０回八千代ふるさと親子祭の開催

・総合グラウンドオープン

・市が管理する防犯灯を全灯ＬＥＤ化

・八千代市空き家等の適正管理に関する条例施行

・図書館ワークショップを開催

・公共施設白書を発行

・市で初めて事業仕分けを実施

・市議会議員選挙執行

平成27年

・八千代台東小学校の新校舎を開設し、同校敷地内に八千代台東学童保育所を移

　設

・やちよ農業交流センターと八千代ふるさとステーションを結ぶ歩道橋が開通

・八千代市公共施設等総合管理計画を策定

・中央図書館・市民ギャラリーオープン

・「終戦７０周年記念事業」開催

・第１回総合教育会議を開催

4月

4月

8月

9月

11月

12月

5月

8月

10月

7月

10月

7月
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5.

⑴　人口・世帯数の推移

注）外国人登録人口含む

⑵　人口動態

⑶　年齢３区分別人口の推移

26 194,438人 27,743人 14.3% 120,882人 62.2% 45,813人 23.6%

25 193,332人 27,977人 14.5% 121,217人 62.7%

24 192,951人 28,422人 14.7% 122,318人 63.4% 42,211人 21.9%

44,138人 22.8%

(各年度末現在)

年度 総数
15歳未満 15歳～64歳 65歳以上

（年少人口） （生産年齢人口）

26 1,593人 1,450人 143人 9,588人 8,229人

（老年人口）

25 1,525人 1,381人 144人 9,525人 9,021人 504人 648人

1,359人 1,502人

社会増

24 1,635人 1,401人 234人 8,615人 8,516人 99人

（戸籍住民課・各年度末現在）

年度
自　然　動　態 社　会　動　態

増 加 人 口
出 生 死 亡 自然増 転 入 転 出

333人

24 81,930世帯 192,951人 95,764人 97,187人 3,763人 2.36人

2.34人

26 83,666世帯 194,438人 96,226人 98,212人 3,784人 2.32人

25 82,634世帯 193,332人 95,855人 97,477人 3,771人

人 口

（各年度末現在）

年度 世　帯　数
人　　　　　　口 人口密度 世帯人口

総　数 男 女 １k㎡当たり １世帯当たり

－ 17 －



6. 土地の地目別面積

資料：固定資産の価格等の概要調書

(単位：ha)

年度 総面積 田 畑 宅地 山林 原野 雑種地 その他

9 497 1,214

23 5,127 588 747 1,667 402 8

22 5,127 588 752 1,660 407

498 1,217

24 5,127 588 735 1,678 401 8 502 1,215

25 5,127 587 729 1,685 397 9 506 1,214

9 504 1,21426 5,127 585 727 1,694 394

－ 18 －


